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鉄骨造，一部鉄骨鉄筋コンクリート造の構造になっていて，地上 5階，地下 2階の約 47.４
m の高さの建築物である。敷地面積は約 113,000m2で，延べ面積は約 194,000m2の規模であ



































   
ソフトファーストストーリー構造 
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4.まとめ 
新国立競技場の構造について，書籍・インターネットで情報を収集してその特徴を調べた。
さらに，実際に現場見学に行き，図面だけではわからない情報を収集し，構造模型を作成し
た。新国立競技場には，木で造られた庇など今の木造住宅で使われている技術の応用が見ら
れた。大屋根を支えるトラスは，I形鋼を集成材で挟んだハイブリッド構造が用いられ，こ
れは長期荷重と短期荷重の両方に抵抗できる画期的なこれからの技術が取られていた。 
また現地調査では，図面では読み取れなかった円周方向の様子がよく分かり，構造模型の
製作に有用であった。模型の製作では，複数の図面を丁寧に読みとって空間を作ることが大
事であることが分かった。 
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